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Task56 概要
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Task取組み概要

• 洋上風力発電システムの設計に使用される解析ツールの予測精度の評価・向上
• 2024年～2027年の4年間で、浮体式洋上風力発電設備を対象とした3つの現象

に焦点を当てた活動を実施予定
• 現在（2025年9月時点）、Phase2に取組み中

Task 56 : 洋上風車動的解析コードの検証
(Offshore Code Comparison Collaboration 7 Project – OC7)

2024 2025 2026 2027

Phase1

Phase2

Phase3

Phase 1 粘性流体力

さまざまな風車浮体構造の流体力学的
粘性荷重モデルの検証
• CFDによるバリデーション
• モデル化方針の検討

水槽実験から得られた計測値との比較
を通じて、風車浮体構造内のメンバー
レベルの荷重の検証
• 浮体弾性検証
• 全体構造解析

浮体特有の後流影響を考慮した、ウィ
ンドファーム内の異なる場所の風車浮
体荷重の検証
• ウィンドファームの空力検証
• CFD解析

Phase 2 浮体弾性応答 Phase 3 浮体式WFの空力
参加国

Belgium

CWEA

France

Germany

Ireland

Italy

Japan

Netherland

Norway

Spain

United Kingdom

United States

Task56 スケジュール



Task56の背景
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Taskが取組む課題

多様化する浮体デザイン 風車大型化 浮体式ウィンドファームの計画

大型風車浮体の流体力推定
→ Phase1

大型風車浮体の構造動的特性把握
→ Phase2

ウィンドファームの流れ場理解
→ Phase3



Phase1 結果
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Phase1 粘性流体力 (Viscous Loading)
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Phase1の概要

目的: 浮体式洋上風力タービンプラットフォーム（FOWT）の粘性流体荷重のモデリング精度向上を目指す。
対象: 中程度の精度（mid-fidelity）モデリングツールを主に対象とし、一部の現象については高精度CFDも実施。
期間: 2024年1月～2025年3月

使用するツールや対象となる浮体を変え、複数の取組みを実施

• 主な取り組みは4つ（Phase 1a、1b, 1c, CFD)

• いずれも複数の組織により実施される数値解析結果と、
事前に実施された水槽試験結果を比較検証し、解析
手法の影響を調査

Phase1スケジュール



WP1.1 Phase1a Component-Level Test Campaign
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対象浮体: 固定構造（セミサブ型DeepCwind由来の円柱＋円形ヒーブプレート）
目的: 粘性荷重が波力の低周波励起（Low-frequency hydrodynamic excitation）に与える影響の調査
実験: メイン大学の水槽実験（コンポーネント単位）

Phase1a 解析条件



WP1.1 Phase1a Component-Level Test Campaign
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Phase1a 解析結果例

• 23組織が比較解析に参加 （日本からは東大殿）

• 浮体にかかる波荷重スペクトル(PSD)の解析結果を長周期成分、
波周期成分に分け、水槽実験結果との整合性を比較

• 解析手法と解析精度との関係性を整理

Slow drift Wave freq. Slow drift Wave freq.



WP1.1 Phase1b WINDMOOR Campaign
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対象浮体: INO WINDMOOR（円柱＋三角形に配置された矩形ポンツーンのセミサブ浮体）
目的: 海象条件（波高・周期）による流体力係数の変化を調査
実験: SINTEF Ocean提供のWINDMOOR実験データ（波＋流れ）

Phase1b 解析結果

比較対象量

不規則波解析と水槽試験の比較結果

• 高い整合性： Surge・Heave波周期動揺

• 低い整合性： Surge定常波漂流、ピッチピーク動揺

Phase1b 解析条件



WP1.1 Phase1c FOCAL Campaign IV

Offshore & Engineering Sector 10

対象浮体: VolturnUS-S（円柱＋Y字型ポンツーンのセミサブ浮体）
目的: Ia・Ibで得られた流体力係数モデルのブラインド検証
実験: FOCALプロジェクトの実験データ

Phase1c 解析結果

• 同様のCdwを用いた4組織が比較的よくSurge長周期動揺を再現

• 類似のデザインに対しては、共通の流体力係数モデルを適用できる可能性がある

Phase1c 解析条件



WP1.2 Develop suggested modeling and tuning practices
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• 比較検証の結果、低周波Heave Force、低周波Pitch Momの推定精度に課題
• ポテンシャルモデルを用いる場合、Suction-side-only drag modelが推定精度の向上に有効

• ストリップ法（モリソン法）を用いる場合は不要である。
• NRELが用いたVelocity Filteringにより、推定精度が向上する可能性がある。

Phase1a～1cの比較検証を受けて



WP1.3 CFD Pontoon Loads under Forced Oscillation
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• CFDを用いた粘性流体荷重の高精度モデリングを通じて、中精度モデルの精度向上を目指す。
• 特に矩形ポンツーン、ヒーブプレート、円柱構造に作用する粘性荷重の解析が焦点。
• Keulegan–Carpenter（KC）数に基づく流体力係数の変化を調査。

WP1.3 解析結果

WP1.3 CFD 解析条件

• 2.5Dシミュレーションにおいて、KC数とCdとの傾向が確認された。
• 3Dシミュレーションの結果、ポンツーンのCdが浮体の中央に近づくにつれて大きくなる

傾向が確認された。

←浮体中央 浮体端→ ←浮体中央 浮体端→

3D：PitchによるCd 3D：HeaveによるCd2.5D： HeaveによるCd



Phase2 進捗
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Phase2 WP2.1 Substructure Flexibility 
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WP2.1 解析条件

目的: 浮体式洋上風力構造物内の部材レベルの荷重を検証・評価
背景: 過去のOC3～OC6では構造物を剛体として扱っていたが、OC7 Phase IIでは柔軟性（弾性）を考慮
対象浮体: IEA 15MW風車 + VolturnUS-Sセミサブ型プラットフォーム（1:70スケール）
実験: FOCALプロジェクトの実験データ

荷重ケース一覧

柔軟性を持たせた構造



Phase2 WP2.2 Global to Local Load Mapping
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WP2.2 解析条件

目的: 浮体式洋上風力（FOWT）の連成解析を用いた荷重マッピングによる荷重・応力を検証・評価
対象浮体: IEA 15MW風車 + VolturnUS-Sセミサブ型プラットフォーム

荷重ケース一覧



日本としてのTaskへの取り組み
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Phase1への取組み

Phase2への取組み

• 東京大学 (Rodolfo先生)において、流体力解析を実施いただきTaskに提出。

• 全23組織が参加した中で、最後まで解析を終え、4番目に高精度な解析。

• 高い技術力で十分に存在感を示す。

• 東京大学 (平林先生)において、CFD解析を実施いただきTaskに提出。

• 計算負荷の極めて高いCFD解析を実施、Task共著論文にもご協力。

• ClassNK 樋口様において、連成解析を実施いただきTaskにご対応中。

• 参加検討中：大阪大学 飯島先生

• JMUが構造解析を実施しTaskに対応中。

• 参加検討中：海上技術安全研究所 中條様

• 各登録有識者様のご協力により、取り組まれている比較解析に参加、結果をTaskに提供。
• 面着会議を含む定例会議に出席、継続的に存在感をアピール

会議出席

• In-Person Meetingを含む全ての会議に日本から出席。

• 2024年6月13日 @シンガポール

• 2025年1月17日 @ノルウェー

• 2025年6月26日 @カナダ

• 【予定】2025年10月27日 @フランス
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ご清聴ありがとうございました
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